
「平和の鐘」2018年 4月号（1） 

先日、来年度の子どもの会への準備をするために、

事務所で一年生になる子どもたちを調べていただきま

した。一年生になる子どもが一人しかいないと言われて、

信じられませんでした。もう一度調べてもらったら、間違

いなく本当に一人でした。 

このままでは、この私たちの教会に未来がないと感じ

た際でした。 

この広島教区のいくつかの教会の古い写真を何枚も

見ましたけれども、戦後、まだ豊かでなかったときに、そ

の古い写真には大人の前に沢山の子どもたちが並ん

でいることを思い出しました。 

現代は、社会も教会も子どもを迎えない時代になっ

たかなと思ってしまいました。 

それで、元気な方もだんだん年を取ってしまって、後

に来る人がいなければ、私たちが教会の使命を果た

せなくなるのではないかとさえ思えます。 

子どもたちが少ないだけではなく、信仰の中で育て

るのも難しくなってしまったように思われます。そこには、

教会の責任もあるかもしれませんが、親が忙しすぎて、

毎日子どもたちと一

緒に楽しく食事しお

祈りすることができ

なければ、たまに教

会に来ても、信仰を育てることは難しくなります。 

キリスト信者が長い間、司祭も教会もなく、公に信仰

を営むことができなかった。しかしながら、毎日家で欠

かさずに祈りをし続けました。それによって、子どもたち

が信仰を継承し、津和野の殉教者のように苦しめられ

ても信仰を保つことができました。 

子どもたちに信仰の継承ができなければ、この広島

教区で、福音宣教の使命を果たすことができなくなる。

過去の時代だけではなく、現代においても犠牲なしに

自分の信仰を保つことはできないし、それを伝えること

はとても無理なことです。 

幟町の皆さんはきっと頑張れると思います。今度、帰

ってきたときに、小学校に上がる子どもたちが何人もお

られるのを見て、わたしは驚かされることでしょう！ 

それでは、皆さんありがとうございました。 

日本二十六聖人記念館 慶長元年 12月 19日（西暦1597年 2月5日）に6人

の外国人宣教師と20人の日本人信徒、二十六聖人が殉教した地・西坂の丘に建

つ資料館。建物は聖フィリッポ西坂教会とともに建築家・今井兼次氏によるも

のです。展示室内には、ザビエルによる日本でのキリスト教布教から、弾圧の

時代、そしてその中での二十六聖人の殉教、潜伏キリシタンの祈りから明治時

代の信仰の復活までの歴史が、多数の資料を通じて紹介されています。 
「ながさき旅ネット」HPより 
場所 長崎県長崎市西坂町7-8（JR長崎駅より徒歩5分）公式HP http://www.26martyrs.com/ 
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今度も驚かせてください 
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今年も教会学校の子どもたちが、節目の時を迎えま

した。喜びと、新たな出発点に立った決意の声をお届

けします。 

 

 

 

今回は卒業ということで書かせてもらっていま

す。ただ、こういうのは初めて書くのでちょっと戸

惑っています。 

さて、僕は、小学校2年生の夏に山形から広島に

引っ越してきましたが、早いものでもう 10 年ほど

になります。10年間、キャンプをしたり、募金活動

をしたり、侍者合宿をしたり、バザーをしたりと

色々なことをさせて頂きました。特にサマーキャン

プはそうめん流しが好きで毎年たのしみにしてい

たイベントの一つです。一緒に遊んでもらったり、

叱られたり、教えてもらったりでひとりの人間とし

て成長させて頂いた 10 年だったと思います。教会

学校のリーダーをはじめ、神父様方や陰ながら支え

てくださった皆様には感謝の気持ちでいっぱいで

す。これからも子ども達に多くのことを教えて頂け

たらと思います。自分自身これからも正しく成長で

きるように頑張りたいと思います。 主の平和 

 

 

 

 

私は、３月に教会学校中学生会を卒業しました。

思い起こすと９年前、私は小学校１年生として教会

学校に入学しました。その頃の記憶はあまり無いと

いうのが正直なところですが、サマーキャンプやク

リスマス会は楽しかったです。侍者合宿では侍者の

ことなどいろいろと勉強になりました。侍者合宿や、

中学生会になってから何回か参加したお泊まり会

では、教会に泊まって、楽しくて毎回遅くまで夜更

かししたことを思い出します。小学生の時に初聖体

を受け、昨年には堅信も受けることができました。

学校や家の都合などで休みがちな私ですが、教会に
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来た時にはみなさんが温かく迎えてくださり、おか

げで私は今でも教会に来ることができます。神父様、

助祭様、リーダーの皆さん、高校生会の先輩方には、

とても感謝しています。ありがとうございます。 

４月から高校生になりますが、勉強も頑張りなが

ら、なるべく教会にも来たいと思います。これから

もよろしくお願いします。 

 

 

 

 教会学校ではほんとうにいろいろなことを学ぶ

ことができました。とくに心に残ったのは、はつせ

いたいです。はつせいたいでは、せいたいをうける

ために一年間神さまの勉強をします。その勉強では

おいのりの大切さや家族や友人の大切さを学びま

す。毎日私がごはんを食べたり、安心して暮らせて

いるのは当たり前のことではなく素晴らしいこと

なんだと、この勉強をつうじて感じました。私は少

ししか教会学校にかよっていませんでしたが、ほん

とうにたくさんのことを学ぶことができました。教

会学校にかよってほんとうに良かったです。 

マリア会「初金サロン」の報告 

昨年度からマリア会に新しい活動が加わりまし

た。長年マリア会の定例会は初金ミサの後に開か

れていましたが、会員の高齢化と職業を持つ女性

の増加で定例会参加者が減少してきたため今年度

は職業を持っている方も参加していただけるように

日曜日に開く回数を多くしました。 

 一方、そのために金曜日しか教会に来られない

方は日曜日の定例会に出られなくなり、そういう方や

初金ミサを大切に思いミサに来られる方のために男

女を問わず、ミサの帰りに立ち寄っていただく親睦

の会として マリアホールで「初金サロン」を開くこと

になりました。 

ヴィタリ神父様も参加して下さり、参加者一人 

一人の教会に対する意識など普段ゆっくり聞け

ないような意見交換をしたり、また お世話役

の方の努力で聖堂建設にご尽力されたラサール

神父様の DVD や白浜司教様が同行された長崎巡

礼の旅の DVD を鑑賞したり、有意義な会となっ

ています。  

  

[ 活動内容 ] 

５月 5 日 [オープニング] ヴィタリ神父様を

囲んで（参加者１２名）   

6 月 2 日「今日のミサの御言葉」の分かち合い

（参加者１３名） 

７月７日 上映会 愛宮ラサール神父様命日

（参加者５０余名） 

 「平和の鐘よ 鳴り響け」～大聖堂建設・ある

神父の物語～ 

１０月６日 上映会「長崎平和巡礼の旅」（参加

者２７名） 

8月9・10日に映画「沈黙」のゆかりの地を 

白浜司教様と訪ねた巡礼旅行の記録 

教会に集い活動する方々に、思いや活動の状

況などを語ってもらいます 
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編集後記  

先日、妻の父が亡くなりました。亡くな

る 2、3日前、病室に見知らぬ人の姿を見たと話

していたそうです。本人は、なぜそこに人がい

るのかと不思議がっていたそうです。義父は、

仏様を信じていましたが、俗っぽい考え方をす

るならば、これまでに病室で亡くなった霊なの

でしょうか。気味が悪いというより、不思議な

感じがしています。むしろ温かいというか… 

私なりの解釈としては、人は生まれる時も一

人、死ぬ時も一人といいますが、実は、寄り添

ってくれる人が、例え他人に見えない存在でも、

その人は確かにいる。そういう風に今は考えて

います。正しい理解かどかわかりませんが、自

分の心の中では、これが一番納得できる答えで

す。皆さんはどう思いますか？（ひ） 

  

活動連絡調整会議（2/24） 
 

<ヨセフ会> 

・近隣掃除や駐車場整理の時などに着用するビ

ブスを注文している 

 

＜典礼部＞ 

・工事期間中の主日のミサに関して検討。(堂

内足場のため、信者席は1列のみとなる) 

 

<広報部> 

・平和の鐘を信仰表現や紙面での分かち合いに

活用してほしい。 

 

〈社会部〉 

・補聴ループの調査をしたり、設置の検討をす

る。徳山・山口・岡山教会に設置してあると

のことで、効果などをきいてみる。 

 

<聖堂案内係> 

・年間訪問者数3,319名（2017年4月～2018

年2月2日） 

(この数字にはエリザベト音大の入学式・卒業

式・創立記念ミサの多人数利用が含まれてい

る。) 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと長めの 

おめでとうございます。 
 
3 月 21 日に叙階されたヘルマン ヨセフ大西勇

史司祭は、岡山教会の助任司祭に任命されまし

た。ヨセフ久保裕己神学生は、助祭に叙階され

ました。お二方のご活躍をお祈りします。 

 

 カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町4番42号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 
 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第1日曜日 16:00（ポルトガル語） 
第3日曜日 11:00（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日7:00、18:00（主日） 

主任司祭 荻 喜代治 神父 
助任司祭 服部大介 神父（教区司祭） バート神父（淳心会） 
協力司祭 ベッラ・アルベルト 神父（ミラノ外国宣教会） 

シスター 小野島照子（援助修道会） 

東広島教会（4月から東広島教会は小教区になり、最初の主任司祭としてトゥアン神父が任命されました。） 

〒東広島市高屋高美が丘5-5-1  電話 082-439-0520    ミサの時間 日曜日 9:00 


